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キ
青
森
豚
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産
す
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田

干
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大
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八
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二
十
五
日
に
青
森
糠
東
津
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高
田
村
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字

高
田
手
簡
野
を
流
る
る
荒
川
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堰
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村
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字
野
津
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十
町
の
地
鮎
よ
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分
岐
す

る
荒
川
の
支
流
に
し
て
俗
に
後

川

と

謂

A
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よ
-
､
同
村
奥
崎
平
八
氏
が
凹
足
あ
る
大
怪
魚
を
捕
-
飼
育

中
と
の
こ
と
地
方
新
聞
紙
上
に
表
は
れ
た
る
を
以
て
'
多
分
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ザ
キ
な
る
べ
し
-
早
速
入
手
運
動
を
開
鰭
せ
L
が
＼

採
集
者
奥
崎

氏
の
御
好
意
に
よ
り
吾
青
森
僻
帥
範
草
枕
の
標
本
と
す
る
こ
と
を

得
る
に
至
れ
-
O

入
手
-
同
時
に
生
鰹
を
調
査
せ
L
が
正
し
-

バ
ン
ザ
キ
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に
し
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箆
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1
尺
七
寸
頭
部
の
幅
二
寸

五
分
(
重
量
は
測
定
し
損
ひ
残
念
な
-
)
眼
は
極
め
て
小
さ
-
'
耳

に
鼓
膜
を
映
き
､
口
の
裂
け
目
煩
る
虞
-
顎
に
は
鍵
利
な
る
細
歯

を
列
生
し
､
開
口
す
れ
ば
口
内
恰
も
樺
色
を
量
す
｡
皮
膚
は
極
め

て
粘
液

に
富
み
､
之
を
摘
ま
む
と

す
る
も
容
易
に
掴
む
こ
と

能
は

す
'
皮
膚
の
斑
紋
は
背
腹
両
面
共
に
略

1
様
な
-
-
謂
ひ
得
れ
ど

も
腹
部
は
少
し
-
地
色
淡
-
且
斑
紋
粗
大
な
る
の
威
あ
㌔

頭
部

に
は
大
小
無
数
の
症
状
突
起
を
有
し
､
之
を
突
き
破
り
汁
液
を
出

ク
yヤ
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し
て
喚
げ
ば

一
種
異
様
の
臭
気
を
覚
え
時
に
噴

境

を
数
回
連
起
せ

し
こ
-
あ
り
.
四
肢
は
短
-
前
肢
は
四
指
後
肢
は
五
指
に
し
て
指

端
に
は
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dactylus
の
如
き
黒
爪
を
有
す
る
こ
と
な
-
且

後
肢
の
左
側
は
負
傷
し
居
れ
-
o

捕
獲
後
九
月
五
日
迄
十
二
日
間
飼
育
し
諸
種
の
習
性
を
観
察
し

た
れ
ど
も
､
何
等
之
は
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云
ふ
べ
き
奇
習
も
発
見
し
得
ざ
ト
き
o

只
光
線
を
非
常
に
忌
み
小
許
た
-
と
も
暗
所
に
趨
行
し
強
き
光
線

に
封
し
て
は
吾
人
が
故
意
に
加
ふ
る
麿
迫
と
共
に
著
し
-
憤
怒
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徒
水
族
器
に
接
近
す
る
や
頻
-
に
呼
吸
し
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々
し
き
態
度
を
示
し
た
る
を
以
て
､
長
柄
の
ピ

ン
セ
ッ
ト
を
口

に
入
れ
L
が
之
に
噛
み
付
き
頭
を
動
か
さ
ず
後
段
部
の
み
を
旺
に

振
廻
し
て
之
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噛
み
切
ら
む

-
せ
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す
る
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間
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行
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上
に
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部
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し
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上
げ
水
泡

と
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に
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吸
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に
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寸
薄
気
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を
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に
放
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速
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に
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進
行
し
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油
断



射り一a
,

モアtCttどス ニ /V オ

す
る
と
き
は
そ
の
ま
j
逃
げ
去
る
事
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せ
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と
等
し
-
先
づ
左
前
肢

よ
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始
め
衣
に
右
後
肢
を
出
し
､
次
に

右
前
を
出
し
後
に
左
後
肢
を
運
ぶ
の
順
序

に
て
進
行
す
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-
す

る
間
身
鰻
漸
-
衰

へ
九
月
六
日
の
朝
蓬
に
死
に
果
て
た
る
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以
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浸
漬
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し
て
保
威
し
置
け
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は
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ユ
等
の
小
型
の
物
を
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輿
す
る
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だ
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喰
せ
ざ
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､
因
に
同
物
棲
息
せ
し
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域
に
は
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ユ
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類
似
物
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息
す
る
こ
と
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-
聞
-
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来
青
森
額
に
て
は
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ザ
キ
の
棲
息
す
る
こ
と
は
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に
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に
も
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ら
ず
又
珍
ら
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き
こ
と
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ら
ず
し
て
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凍
各
地

に
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獲
せ
ら
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た
る
を
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に
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る
所
な
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は
三
四
年
前

オ
イ
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に
北
津
軽
郡
十
三
湖
附
近
に
又
上
北
郡
奥
入
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川
及
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の
附
近
の

各
地
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-
四
足
無
鱗
の
怪
魚
-
し
て
産
せ
し
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報
あ
わ
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が
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其
の
異
状
を
確

め
ん
と
し
て
出
張
す
れ
ば
管
料
理
し
て
喰
ひ
志
し

居
ト

､
標
本
と
し
て
何
等
を
学
界
に
物
語
る
も
の
と
て
残
し
青
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ざ
る
を
以
て
遺
憾

-
し
て
居

る
所
な
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L
が
､
今
年
は
何
た
る
因

縁
か
前
記
の
所
に
於
て
前
記
の
貨
物
を
獲
た
る
を
以
て
始
め
て
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の
異
相
を
倦

め
得
る
に
至
れ
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o
其
後
本
校
参
観
人
の
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小
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校

教
員
が
前
記
の
標
本
を
観
て
之
が

ハ
ン
ゲ
キ
か
之
な
ら
4
･年
の
八

月
中
に
岩
手
頼
稲
岡
町
附
近
に
て
も
捕
I
'
動
物
名
不
明
な
･･a
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め
早
に
例
の
怪
物
と
し
て
食
し
た
,JEtと
の
言
葉
を
聞
-
や
'
予

は
叉
而
ら
ば
福
岡
町
附
近

に
て
捕
ら
れ
た
る
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年
を
以
て
始
め

な
-
し
か
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間
ひ
し
が
'
否
時

々
捕
ら
れ
た
る
が
如
し
-
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へ
托
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鼓
に
於
て
予
は
ハ

ン
ゲ
キ
な
る
動
物
が
青
森
解
放
に
東
北
地
方

に
も
産
す
る
こ
と
は
確
賓

に
し
て
'
従
衆
の
中
国
附
近
局
限
分
布

読
.
曾

改
訂
し
'
北
方
は
北
緯
四
十

一
度
の
青
森
棟
迄
分
布
す
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の
な
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と
を
主
唱
せ
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と
す
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森
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と
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又

7
考
す
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於
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に
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勿
論
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所
を
探
倹
し
で
貨
物
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決
行
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す
'
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本
寄
贈
者
へ
採
集
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略
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御
厚
意
を

威
謝
で
.
(完
)


